
令和７年度 第３回 学校運営協議会議事録 

校名 府立むらの高等支援学校 

校長名 伊藤 誉里 

 

開催日時 令和 ８年 ３月 ６日（ 金 ）14:30～16:00 

開催場所 １F 校長室 

出席者（委員） 
（会長）土口 千惠子 （副会長）上國料 洋子 

（委員）三瀬 吉彦  石神 彰人  福本 久子   ※順不同、敬称略 

出席者（学校） 

※回覧 

【事務局】（教頭）林 佳巨 （事務長）山地 千里 

藤川 泰生 速水 彬裕 重松 亮 岩里 哲朗 森本 太一朗 富田 大士 

傍聴者 なし 

協議資料 

令和７年度学校教育自己診断結果および分析考察 

令和７年度公開授業週間および後期授業参観アンケート集計結果 

令和 7年度学校経営計画および学校評価 

令和８年度学校経営計画 

備考 後日、議事録を学校ホームページで公開 

 

議題等（次第順） 

１）資料確認         ・・・教頭より 

２）校長挨拶         ・・・校長より 

３）報告 

・令和７年度学校教育自己診断結果および分析考察について 

・令和７年度公開授業週間および後期授業参観アンケート集計結果について 

・令和 7 年度学校経営計画および学校評価について 

・令和８年度学校経営計画について 

４）協議・質疑応答 

５）校長挨拶         ・・・校長より 

６）閉会 

 

協議内容（質問・意見の概要） 

 

（１）会議の進行方針 

・めざす学校像および中期的目標について承認を得ることを目標として協議を進める。 

 

 

（２）教育自己診断について 

• （委員）回答率が高く、取り組みが浸透していると感じている。 

• （委員）4「自分のことを理解してくれる」、13「自分の進路について」は非常に高いが、 

1「学校に行くのが楽しい」は低い値となっている。理由はあるのか。 

→ 生徒との距離感やコミュニケーションは取れていると感じている。本校では学校内で社
会をつくる取り組みを行っている。 
 先日の卒業式の答辞でも、「入学当初は厳しさを感じたが、今では感謝しかない」とあっ
たように、取り組みの大切さは理解されている。しかし、生徒が“楽しい”と感じるかどう
かは難しさがあり今後の課題である。 

• （委員）無回答は 1件のみであり、生徒・保護者に理解されていることがうかがえる。 

 

 

 



（３）交流活動について 

• （委員）枚方高校との交流についての報告を聞いた。近隣には小学校もあるため、交流の幅を広げら
れないか。 

→ 交流先は可能な範囲で広げていきたい。 

• （委員）枚方高校との交流がとても楽しかったと子どもが言っていた。対等に見てくれる同級生が
周りにいなかったため、貴重な機会であった。年１回ではなく回数を増やしてほしい。 

• （委員）交流は本校にとってだけでなく、枚方高校にとっても価値がある。社会に出たとき共に働く
環境となるため、継続的に、また幅を広げることを期待している。 

 

（４）卒業生の進路状況について 

• （委員）今年度卒業生 29名の進路について 
就職 16名、就労継続支援 B型５名、自立訓練１名、移行支援１名、職業訓練校１名、残り５名は調
整中。 

• （委員）卒後３年までの離職者数について 
→ 現在６名（うち２名は転職先が決定済み）。 

 

（５）令和７年度総括および令和８年度中期的目標について 

• （委員）令和７年度の総括、令和８年度の中期的目標、めざす学校像について承認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


